
帰
化
植
物
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

解
析
技
術
と
対
策
へ
の
応
用
に
つ
い
て

｜
那
須
平
成
の
森
に
お
け
る
公
園
利
用
に
よ
る

自
然
環
境
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
と
対
策
！

株
式
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植
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越

賢

那
須
平
成
の
森
は
、

「
そ
の
豊
か
な

自
然
を
維
持
し
つ
つ
、
国
民
が
自
然
に

直
接
ふ
れ
あ
え
る
場
と
し
て
活
用
し
て

は
ど
う
か
」
、
と
の
天
皇
陛
下
の
お
考

え
を
受
け
て
、
平
成
二

O
年
三
月
、
天

皇
陛
下
御
在
位
二

O
年
と
い
う
節
目
の

機
会
に
、
那
須
御
用
邸
用
地
の

一
部

（
約
五
六
O
M
）
が
宮
内
庁
か
ら
環
境

省
へ
移
管
さ
れ
、
平
成
二
三
年
五
月
、

「
那
須
平
成
の
森
」
と
し
て
供
用
が
開

始
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
那
須
平
成

の
森
で
は
、
先
に
示
し
た
陛
下
の
お
考

え
と
と
も
に
生
物
の
多
様
性
や
自
然
と

人
間
の
共
生
の
あ
り
方
が
学
べ
る
場
と

し
て
、
持
続
的
な
利
用
が
で
き
る
形
で

の
運
営
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
実
現
に
は
、
施
設
整
備
や
利
用
等
に

伴
う
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
的
確
に
把

握
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
的

に
行
い
、
そ
れ
を
新
た
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
計
画
や
こ
の
地
に
相
応
し
い
自
然
環

境
管
理
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
順
応
的
管

理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
調
査
項
目
の

一
つ
が
帰
化
植
物
調
査
で
あ
る
。

調
査
の
方
法

帰
化
植
物
は
、
施
設
整
備
な
ど
で
人

為
に
よ
る
改
変
が
あ
り
裸
地
化
し
た
場

所
や
、
人
通
り
の
多
い
場
所
な
ど
で
多

く
見
ら
れ
、

一
般
的
に
は
改
変
や
人
通

り
が
多
い
ほ
ど
種
類
数
、
個
体
数
、
分

布
範
囲
な
ど
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
固
定
ル

l
ト

を
設
定
し
、
春
夏
秋
の
三
回
程
度
、
帰

化
植
物
ご
と
に
、
生
育
分
布
地
を
地
図

上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
、
個
体
数
や
開
花
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
。
分
布
範
囲
や
分

布
量
な
ど
の
変
化
を
経
年
で
比
較
で
き

る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
把
握

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

調
査
対
象
と
な
る
帰
化
植
物
は
、
侵

略
性
の
高
い
植
物
で
あ
る
特
定
外
来
生

物
や
要
注
意
外
来
生
物
、
こ
れ
ら
に
当

て
は
ま
ら
な
い
種
類
な
ど
に
、
フ
ロ
ラ

か
ら
抽
出
し
あ
ら
か
じ
め
区
分
し
て
お
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く
。
ま
た
、
帰
化
植
物
だ
け
で
は
無
く

在
来
種
で
も
強
害
草
に
な
る
植
物
を
加

え
て
調
査
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

調
査
ル

l
ト
は
、
図
1
に
示
す
よ
う

に
、
帰
化
植
物
が
最
初
に
侵
入
す
る
と

考
え
ら
れ
る
主
要
な
施
設
ま
わ
り
や
車

道
お
よ
び
園
路
な
ど
の
入
口
や
、
帰
化

植
物
の
分
布
が
広
が
る
主
要
な
園
路
な

ど
を
対
象
と
す
る
。
利
用
者
の
多
い
園

路
か
ら
少
な
い
園
路
、
明
る
く
開
け
た

園
路
や
林
内
を
通
る
暗
い
園
路
、
標
高

の
違
い
な
ど
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

設
定
に
当
た
っ
て
は
、
現
状
の
利
用
だ

け
で
な
く
、
将
来
的
な
利
用
を
見
越
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

帰化植物調査ルー卜図1

調
査
結
果
の
解
析
で
は
、
将
来
的
な

広
が
り
の
ス
ピ
ー
ド
や
範
囲
な
ど
を
予

測
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
用
い
る
要
素
と
し
て
は
、
現
地
調

査
の
結
果
か
ら
経
年
の
分
布
量
（
個
体

数
）
や
分
布
地
、
駆
除
の
実
績
、
既
存

資
料
か
ら
過
去
の
対
象
地
で
の
生
育
記

録
、
最
初
に
記
録
さ
れ
た
場
所
や
年
、

施
設
整
備
実
績
、
一
般
的
な
知
見
な
ど

か
ら
種
子
の
散
布
様
式
や
保
存
期
間
、

生
育
型
、
栄
養
繁
殖
の
有
無
、
開
花
期

な
ど
で
あ
る
。
以
下
に
、
那
須
平
成
の
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森
で
行
っ

た
調
査
か

ら
、
オ
オ

ア
レ
チ
ノ

ギ
ク
を
用

ミ
た
解
析

の
事
例
を

示
す
。那

須
平
成
の
森
は
、
平
成
二
三
年
五

月
に
開
園
し
、
主
要
な
施
設
で
あ
り
中

部
ゾ

l
ン
の
下
部
に
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
二
年
度
に
整
備

が
行
わ
れ
、
そ
の
周
辺
に
利
用
頻
度
の

高
い
園
路
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
部
ゾ
ー

ン
の
上
部
に
園
路
が
伸
び
て
い
る
。
下

部
ゾ

l
ン
1
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
l
に
限

っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
は
、
図

2
・
3
の
平
成
二
三
年
度
か
ら
三
年
間

の
分
布
の
経
年
変
化
が
示
す
よ
う
に
、

平
成
二
三
年
度
は
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ

ー
の
ご
く

一
部
の
分
布
で
あ
っ
た
の
が
、

そ
の
後
二
年
間
で
車
道
や
中
部
ゾ

l
ン

上
部
に
ま
で
分
布
を
広
げ
て
い
る
の
が

分
か
る
。
確
認
個
体
数
も
平
成
二
三
年

度
二
個
体
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
二
四

年
度
に
は

一
四
個
体
、
平
成
二
五
年
度

に
は

一
六
三
個
体
と
急
激
な
増
加
を
見

せ
て
い
る
。
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
は
冠

毛
の
あ
る
果
実
を
も
っ
風
散
布
の
植
物

フィールドセンタ－付

近のオオアレチノギク

の分布の経年変化

図2

で
あ
り
、
最
初
は
平
成
二
二
年
度
に
行

わ
れ
た
工
事
の
時
に
周
辺
か
ら
飛
ん
で

き
た
か
、
人
や
資
材
な
ど
に
付
着
し
て

持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
発
芽
し
て
平
成

二
三
年
度
に
確
認
さ
れ
、
そ
れ
が
広
が

っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
今
後
も
そ
の
広
が
り
ゃ
量
の
増

大
の
ス
ピ
ー
ド
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
主
に

は
各
種
の
分
布
の
経
年
変
化
と
種
子
の

散
布
様
式
な
ど
か
ら
、
将
来
的
な
分
布

の
予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

対
策
へ
の
応
用
と

デ
i
タ
の
蓄
積

上
記
に
示
し
た
分
布
の
推
移
か
ら
、

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
の
駆
除
方
法
に
つ

い
て
考
察
す
る
と
、
何
よ
り
も
初
期
対

応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

平
成
二
三
年
度
や
二
四
年
度
に
も
当
種

の
駆
除
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の

よ
う
な
状
況
を
意
識
に
置
き
よ
り
徹
底

し
た
駆
除
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
現
在
ほ

ど
の
増
加
は
抑
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
平
成
二
五
年

度
に
初
め
て
出
現
し
た
同
様
の
風
散
布

の
外
来
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
侵
入

し
て
く
る
種
類
な
ど
も
含
め
て
、
ど
の

程
度
の
初
期
対
応
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
増
加
が
抑
え
ら
れ
る
の
か
な
ど
に

つ
い
て
、
対
策
と
そ
の
後
の
分
布
の
推

移
に
関
す
る
デ

l
タ
を
蓄
積
し
、
そ
れ

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
よ
う
に
増
加
し
た
種
に
対
し
て

は
、
結
実
す
る
前
に
丁
寧
に
抜
き
取
る

こ
と
や
、
分
布
を
な
る
べ
く
広

げ
な
い
た
め
に
は
、
最
前
線
の

個
体
を
優
先
し
て
駆
除
す
る
こ

と
な
ど
が
重
要
と
な
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
初
期
対
応
を
誤

る
と
作
業
量
が
膨
大
と
な
る
こ

と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
他
、
広
が
っ
て
し
ま
っ

た
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
埋
土

種
子
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
駆
除
を
行
う
上
で

は
種
子
の
保
存
期
間
な
ど
も
考

慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
周
囲
か
ら
の
侵
入
に
対

し
て
、
周
辺
地
域
で
の
外
来
種

の
繁
茂
状
況
な
ど
も
対
策
を
考

え
る
上
で
今
後
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
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趨
賢
一
・
ち
ょ
う
け
ん
い
ち

筑
波
大
学
農
林
学
類
卒
。
昭
和
五
六
年
入

社
。
平
成
二
ハ
年
よ
り
現
職
。
技
術
士

（環

境
部
門
）
。
自
然
や
地
域
と
人
と
の
共
生
環

境
の
再
生
に
係
わ
る
業
務
に
従
事
。
生
態
工

学
、
自
然
資
源
管
理
、
野
生
生
物
管
理
が
専

門
。
当
社
は
自
然
と
人
を
と
り
ま
く
環
境
を

地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
・
文
化
や
科
学
に
依

拠
し
な
が
ら
、
研
究
、
調
査
、
計
画
、
設

計
、
施
工
ま
で

一
貫
性
の
あ
る
仕
事
を
す
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
。


